
特
集
・
外
国
人
に
開
か
れ
た
都
市
を
目
指
し
て
①

◎
外
国
人
と
の
共
生
を
目
指
し
て

■
西
田
恵
子

１
－
神
奈
川
県
社
協
に
お
け
る
在
住
外
国
人

　
　
生
活
支
援
関
連
事
業
の
経
過

２
－
「
在
住
外
国
人
生
活
実
態
調
査
」
の
位

　
　
置
づ
け

３
－
「
在
住
外
国
人
生
活
実
態
調
査
」
の
概

　
　
要

４
－
在
住
外
国
人
生
活
支
援
方
策
及
び
今
後

　
　
の
課
題

３●

１

神
奈
川
県
社
協
に
お
け
る
在
住
外
国
人

生
活
支
援
関
連
事
業
の
経
過

　
　
『
住
民
参
加
で
つ
く
る
福
祉
社
会
か
な
が
わ
』
を

標
榜
し
、
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社

会
福
祉
協
議
会
を
社
協
と
略
）
は
一
九
九
二
年
策
定

の
第
二
次
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
る
。
計
画
は
、
「
高
齢
社
会
へ
の
対
応
を

中
心
課
題
と
し
、
市
町
村
を
実
施
主
体
と
し
て
す
す

む
社
会
福
祉
の
方
向
を
ふ
ま
え
た
指
針
」
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
「
人
権
尊
重
と
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
基
づ
き
、
一
人
ひ
と

り
の
生
涯
に
わ
た
る
生
活
を
総
合
的
に
支
え
る
し
く

み
を
、
地
域
を
基
盤
に
、
住
民
の
主
体
的
参
加
を
基

礎
と
し
た
公
私
協
働
の
実
践
を
通
じ
て
つ
く
る
」
こ

と
を
地
域
福
祉
の
目
標
に
据
え
て
い
る
。

　
在
住
外
国
人
の
生
活
支
援
は
、
ま
さ
に
こ
の
計
画

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
を
は
じ
め
と
し
た
県
域
課
題
へ
の
対
応
の

一
環
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
「
自
立
し
た
地
域
生
活
の

確
保
と
社
会
参
加
の
促
進
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
示
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
の
は
じ
ま
り
は
、
一
九
九
二
年
の
『
外

国
籍
県
民
福
祉
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
の
作
成
で
あ
っ
た
。

加
藤
彰
彦
横
浜
市
立
大
学
教
授
を
は
じ
め
、
福
祉
事

務
所
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
、

難
民
相
談
員
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
市
社
協
職
員
の
方
々
が
作

成
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
実
際
に
地
域
で
起

き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
問
題
や
実
践
課
題
を
持

ち
寄
り
な
が
ら
、
福
祉
・
保
険
制
度
を
い
か
に
活
用

す
る
か
の
知
恵
を
集
約
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
こ
の

作
業
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
三
つ
の
課
題
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
外
国
人
の

生
活
問
題
は
、
言
語
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
、

学
校
教
育
、
医
療
、
近
隣
と
の
付
き
合
い
、
住
宅
問

題
等
の
面
で
も
比
重
が
高
い
こ
と
。
第
二
に
、
外
国

人
登
録
や
在
留
許
可
の
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い

外
国
人
を
受
け
止
め
る
相
談
機
関
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
。
第
三
に
、
外
国
人
問
題
の
内
容
を
点
検

し
て
い
く
と
、
日
本
人
自
身
の
社
会
福
祉
制
度
に
お

け
る
矛
盾
や
欠
陥
に
重
ね
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、

日
本
に
お
け
る
制
度
・
シ
ス
テ
ム
の
変
革
を
促
す
も

の
だ
と
い
う
こ
と
。

特
集
・
外
国
人
に
開
か
れ
た
都
市
を
目
指
し
て
①
外
国
人
と
の
共
生
を
目
指
し
て

　
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
「
日
本
人
が
外
国
人
の
生
活

実
態
を
理
解
し
、
同
じ
地
域
に
暮
ら
す
隣
人
と
し
て

各
々
の
文
化
や
生
活
問
題
等
を
共
有
化
す
る
社
会
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
」
（
加
藤
教
授
）
こ

と
と
し
て
、
神
奈
川
に
お
け
る
地
域
福
祉
実
践
の
さ

ら
な
る
取
組
目
標
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

対象分類表表－１



２

「
在
住
外
国
人
生
活
実
態
調
査
」
の

位
置
づ
け

　
以
上
の
提
起
を
ふ
ま
え
、
神
奈
川
県
社
協
は
あ
ら

た
め
て
一
九
九
三
年
に
『
在
住
外
国
人
生
活
支
援
方

策
策
定
委
員
会
』
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

解
決
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー

は
、
引
き
続
き
、
地
域
で
実
践
を
積
み
上
げ
て
い
る

方
々
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
強
力
な
問
題
意
識
及
び
ア

イ
デ
ア
が
投
入
さ
れ
た
。

　
在
住
外
国
人
の
生
活
支
援
の
あ
り
方
を
探
る
べ
く

組
織
さ
れ
た
本
委
員
会
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
運
営
の

仕
方
に
ひ
と
つ
の
留
意
事
項
が
あ
っ
た
。
支
援
し
て

い
る
側
か
ら
の
問
題
提
起
や
一
方
的
な
支
援
策
の
立

案
だ
け
で
は
、
視
点
に
偏
り
が
生
じ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
事
者
、
外
国
人
自
身
の

声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
在
住
外
国
人
と
か
か
わ
っ
て
の

社
会
福
祉
の
現
場
の
実
際
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
生
活
問
題
を
整
理
し
、
そ
こ
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
課
題
や
支
援
方
法
を
、
在
住
外
国
人
の

生
の
声
に
裏
付
け
ら
れ
た
方
策
と
し
、
人
権
と
地
域

生
活
の
保
障
の
視
点
か
ら
策
定
・
普
及
す
る
」
こ
と

が
方
針
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。

　
　
「
在
住
外
国
人
の
生
活
実
態
調
査
」
は
、
そ
の
方

針
に
基
づ
き
企
画
・
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
・
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
、
国
籍
・

民
族
、
来
日
目
的
、
日
本
で
の
在
住
（
滞
在
）
期
間

他
、
さ
ま
ざ
ま
に
違
う
人
々
を
一
括
り
に
「
在
住
外

国
人
」
と
と
ら
え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
が
、
神

奈
川
に
お
け
る
在
住
外
国
人
の
生
活
支
援
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、
そ
の
区
別
を
越
え
て
、

人
間
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
侵
害
の
現
実
を
つ

か
ん
で
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
特
定
の

国
籍
・
民
族
・
在
留
資
格
・
来
日
目
的
等
を
限
ら
ず
、

神
奈
川
に
お
け
る
生
活
実
態
と
そ
の
問
題
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
を
中
心
に
、
な
る

べ
く
広
範
な
対
象
設
定
を
行
い
実
施
す
る
こ
と
と
判

断
さ
れ
た
。

　
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
調
査
は
具
体
的
な
取
り
組

み
の
裏
付
け
と
し
て
の
基
本
デ
ー
タ
収
集
を
目
的
と

し
た
た
め
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
何
に

つ
い
て
明
確
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
、
十
分
な

マ
ト
リ
ク
ス
を
描
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
外
国
人
の
生
活
を
支
援
し
て
い
る
団
体
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
当
事
者
自
身
の
参
加
を
得
な
が
ら
検

討
を
進
め
、
質
問
項
目
を
設
定
し
た
。

　
そ
し
て
調
査
目
的
と
し
て
、
①
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

上
の
困
難
や
権
利
侵
害
な
ど
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
基

本
的
な
生
活
に
関
す
る
社
会
的
保
障
や
権
利
が
十
分

で
な
い
（
認
め
ら
れ
て
い
な
い
）
点
を
明
確
に
す
る
、

②
差
別
意
識
や
排
外
的
な
意
識
な
ど
、
在
住
外
国
人

を
と
り
ま
く
地
域
住
民
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
、

③
共
生
の
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
「
県
民
運
動
」
を

い
か
に
つ
く
っ
て
い
く
か
。
ま
た
、
そ
の
必
要
性
を

裏
付
け
る
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
、
④
以
上
を
ふ
ま

え
、
共
生
の
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り

組
み
方
、
及
び
生
活
問
題
解
決
の
た
め
の
方
策
策
定

の
た
め
の
デ
ー
タ
（
根
拠
）
を
把
握
す
る
、
の
四
つ

を
掲
げ
た
。

３
一
「
在
住
外
国
人
生
活
実
態
調
査
」
の
概
要

し
た
。
結
果
と
し
て
、
中
国
帰
国
者
、
イ
ン
ド
シ
ナ

難
民
、
中
南
米
か
ら
の
日
系
人
、
日
本
人
の
配
偶
者
、

研
修
生
、
留
学
生
、
就
学
生
、
就
労
、
興
行
ビ
ザ
、

オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
等
十
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
基
準
か
ら
。

　
五
百
ケ
ー
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
、
二
十
八
ケ
ー

ス
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
つ
い
て
は
三
百
三
十
五
人
（
六
七
％
）
の
回
答

を
得
た
（
表
｜
１
）
。

　
出
身
地
は
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
を
対
象
と
し
た
た
め
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
五
十
人
（
一
四
・
九
％
）
、
ブ
ラ
ジ
ル

四
十
五
人
（
一
三
・
四
％
）
、
韓
国
（
朝
鮮
）
四
十

五
人
（
一
三
・
四
％
）
、
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
三
十
九

人
（
一
一
・
六
％
）
、
ブ
ラ
ジ
ル
以
外
の
中
南
米
三

十
人
（
九
・
〇
％
）
、
中
国
二
十
七
人
（
八
・
一
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
図
－
１
）
。
性
別
は
ほ
ぼ
同

数
で
、
わ
ず
か
に
男
性
が
上
回
っ
て
い
る
。
年
齢
は
、

三
十
代
三
三
・
七
％
、
二
十
代
三
一
・
九
％
が
中
心

で
、
こ
れ
は
来
日
目
的
と
も
密
接
に
結
び
付
い
て
い

図―１　出身地の内訳

図-2　来日目的図―３　今後の滞日予定

　
対
象
は
県
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
二
十
歳
以

上
の
外
国
人
で
、
在
留
資
格
別
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を

行
い
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
基
準
を
母
集
団
と
し
て
抽
出
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一
　
特
集
・
外
国
人
に
開
か
れ
た
都
市
を
目
指
し
て
①
外
国
人
と
の
共
生
を
目
指
し
て

①
－
「
こ
と
ば
」
の
問
題
－
日
本
語

　
当
初
、
日
本
に
お
け
る
生
活
し
づ
ら
さ
の
大
き
な

要
因
と
と
ら
え
て
い
た
日
本
語
だ
が
、
「
日
本
語
が

ど
の
く
ら
い
話
せ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
は
、
「
日

常
会
話
程
度
は
で
き
普
段
は
困
ら
な
い
」
四
一
・
ニ

％
、
「
あ
い
さ
つ
や
買
物
時
の
単
語
く
ら
い
は
話
せ

る
。
来
日
目
的
は
「
お
金
を
得
る
た
め
」
が
四
五
・

四
％
と
第
一
位
を
占
め
、
二
位
の
「
日
本
人
と
の
結

婚
」
「
日
本
の
家
族
・
親
族
訪
問
」
　
一
〇
・
四
％
を

大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
（
図
－
２
）
。
在
留
資
格

は
（
表
－
２
）
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
滞
日
期

間
は
「
一
年
～
三
年
未
満
」
が
二
八
・
一
％
、
「
三

年
～
五
年
未
満
」
二
四
・
五
％
、
さ
ら
に
「
一
年
未

満
」
を
加
え
る
と
六
四
・
〇
％
の
人
が
五
年
未
満
の

滞
日
と
な
る
。
今
後
の
滞
日
予
定
は
、
「
決
め
て
な

い
」
が
最
も
多
い
（
図
｜
３
）
。

　
な
お
、
調
査
時
点
は
一
九
九
四
年
一
月
だ
が
、
一

九
九
四
年
六
月
末
現
在
の
神
奈
川
県
に
お
け
る
外
国

人
登
録
者
数
は
百
四
十
三
ヵ
国
、
十
万
一
千
三
百
七

十
二
人
で
あ
る
。

　
以
下
、
概
略
を
紹
介
す
る
。

図―４　日本語での会話

表－３　現在働いている全職種(複数回答、230人＝100％)

５●

表－２　在類資格

図―５　日本語の読解力



る
」
二
二
・
七
％
、
「
全
く
問
題
が
な
い
」
　
一
一
　
・

九
％
と
い
う
状
況
で
、
「
全
く
話
せ
な
い
」
は
六
・

〇
％
に
と
ど
ま
っ
た
（
図
ｌ
４
）
。
日
本
語
に
よ
る

会
話
力
は
滞
日
期
間
と
比
例
す
る
こ
と
も
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
、
「
日
本
語
を
読
め
る
か
」
に
つ
い
て

は
（
図
－
５
）
の
と
お
り
で
、
そ
の
状
況
は
多
様
で

あ
る
。
「
全
く
読
め
な
い
」
　
一
七
・
九
％
の
人
々
は

日
本
語
に
よ
る
文
字
情
報
か
ら
遮
断
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
日
本
語
の
読
解
力
は
滞
日
期
間
や
在
留
資
格

に
よ
る
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
日

本
語
を
書
け
る
か
」
の
回
答
（
図
－
６
）
に
通
じ
、

こ
れ
ら
は
、
単
に
生
活
の
中
で
覚
え
る
と
い
う
よ
り

は
学
習
に
よ
っ
て
身
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と
か
ら
生

じ
る
状
況
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
後
ほ
ど
さ
ら
に
ふ
れ
る
が
、
社

会
に
流
通
す
る
文
字
情
報
の
受
け
手
と
し
て
、
ま
た

さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
手

続
き
上
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
有
し
て
い
る
と
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
－
「
は
た
ら
く
こ
と
」
の
問
題
－
仕
事
・
収
入

　
生
活
基
盤
の
ひ
と
つ
で
あ
る
収
入
だ
が
、
本
調
査

で
は
六
八
・
六
％
が
就
労
に
よ
る
収
入
を
得
て
い
た
。

就
労
し
て
い
な
い
理
由
は
、
「
専
業
主
婦
」
三
二
・

九
％
、
「
失
業
・
求
職
中
」
二
〇
・
〇
％
が
多
い
が
、

不
明
・
Ｎ
Ａ
も
二
九
・
五
％
あ
る
。
雇
用
形
態
は
、

「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」
三
四
・
八
％
、
「
ア
ル
バ
イ
ト
」

一
五
・
七
％
、
「
日
雇
い
労
働
」
　
一
四
・
三
％
と
不

安
定
な
身
分
が
、
「
正
規
従
業
員
（
社
員
）
」
三
〇
・

九
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
労
働
時
間
は
日
本

人
の
標
準
で
あ
る
八
～
十
時
間
未
満
が
五
二
・
二
％
、

週
五
～
六
日
が
七
一
・
七
％
で
あ
る
反
面
、
深
夜
労

働
を
「
時
々
」
ま
た
は
「
し
て
い
る
」
人
は
二
一
・

七
％
に
の
ぼ
る
。

　
職
種
は
（
表
ｌ
３
）
の
と
お
り
だ
が
、
六
四
・
八

％
の
人
が
転
職
経
験
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

「
同
じ
仕
事
を
し
て
も
給
料
が
日
本
人
に
比
べ
安
い
」

二
六
・
二
％
、
「
外
国
人
だ
か
ら
と
差
別
的
な
扱
い

を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
、
ま
た
感
じ
る
」
二
三
・
五

％
、
「
肉
体
的
疲
労
が
激
し
い
」
二
〇
・
八
％
、
「
精

神
的
な
疲
労
が
激
し
い
」
一
六
・
八
％
、
「
作
業
環

境
が
悪
い
」
　
一
六
・
一
％
に
加
え
、
「
残
業
が
少
な

い
」
「
正
規
従
業
員
に
な
れ
な
い
」
「
契
約
内
容
と
実

際
の
違
い
」
「
給
料
未
払
い
」
「
そ
の
他
（
解
雇
）
」

が
あ
げ
ら
れ
る
。
現
在
の
職
場
に
対
す
る
不
満
や
困
っ

た
こ
と
に
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
（
表
－
４
）
。

　
ま
た
労
働
災
害
に
二
七
・
二
％
の
人
が
あ
っ
て
お

り
、
そ
の
際
「
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
た
」
コ
雇
用

主
が
全
額
払
っ
た
」
は
三
〇
・
三
％
だ
が
、
「
自
費

で
払
っ
た
」
「
家
族
が
払
っ
た
」
「
解
雇
さ
れ
た
」

「
友
人
に
借
り
て
払
っ
た
」
等
が
五
〇
・
八
％
に
も

及
ぶ
。

　
就
労
環
境
の
悪
さ
が
読
み
取
れ
る
。

③
－
「
す
ま
い
」
の
問
題

　
生
活
の
拠
点
と
な
る
住
居
の
種
類
は
「
賃
貸
住
宅
・

ア
パ
ー
ト
」
三
七
・
九
％
、
「
公
営
住
宅
」
　
一
七
・

〇
％
、
「
雇
用
主
が
用
意
し
た
ア
パ
ー
ト
」
　
一
三
・

七
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
－
７
）
。

　
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
出
身
者
や
中
国
帰
国
者
は
公
営

住
宅
に
入
居
で
き
る
の
で
、
「
公
営
住
宅
」
と
回
答

し
た
人
の
在
留
資
格
は
「
永
住
者
」
「
定
住
者
」
「
日

本
国
籍
」
が
八
〇
％
を
占
め
る
。

　
多
く
が
「
賃
貸
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
」
で
暮
ら
し
、

広
さ
は
「
二
Ｄ
Ｋ
以
下
」
が
約
六
五
％
、
中
で
も

転職理由と職場の不満など表－４
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